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在宅における高齢者介護の問題(6)
Ⅰ．問題
　世界保健機関（WHO）は５月10日に2010年版「世
界保健統計」を発表した。それによると日本人の平均
寿命は83歳で、欧州のサンマリノと並んでWHO加盟
193か国中１位だった。日本は、女性が86歳で、フラン
ス、アンドラ、モナコの85歳を抑え、単独１位。一方、
男性は79歳で、81歳のサンマリノ、80歳のアイスラン
ド、スイスに次ぐ４位だった１)。
　また「高齢社会白書」によると、日本では高齢者の
中で一人暮らしの人の割合が増加し、2030年には男性
17.8％、女性20.9％に達するという推定値が示されて
いる。65歳以上の高齢者は09年10月１年で2901万人と
なり、総人口に占める割合（高齢化率）は過去最高の
22.7％に達した。1980年には男性4.3％、女性11.2％
だった独り暮らしの割合は、05年には男性9.7％、女性
19.0％となった。
　独り暮らしの高齢者は他の世帯と比べて健康や生活
費などの心配を抱えている人が多く、内閣府の調査で
も「友人との交際が少ない」「日頃の会話が少ない」
と回答する割合が高いとした。そのうえで、高齢者の
孤立を防ぐため、働く機会を増やしたり、地域に交流
の場を設けたりすることを提唱した２)。
　このように高齢者の平均寿命が延びていくことは、
本来好ましい筈である。ましてや、こうした独り暮ら
しの高齢者にどう対応するかは、早急に手当てする必
要があるにもかかわらず、福祉現場の現状はお寒いも
のである。
　こうした高齢化率の上昇は、日本の年齢構成上の少
子化にも原因がある。女性の社会進出によるもの、夫
婦共稼ぎでなければ生活できないなど、女性の自己実
現や子育てについての意識の変化が大きく作用してい
ると考えられるが、こうしたことについての国の対策
は後手ごてになっているのが現状である。
　少子化による子供の数が少ないことと高齢化率の問
題からすると、将来少ない子供たちが、夫婦の４人の
両親を面倒見なければならない状況も予想されてくる。
このような状況の中で、在宅介護サービスはどのよう
に展開されていくのであろうか。
　また目を転じれば、上述のような高齢者の平均寿命
が延びることによって、中年以下の国民の経済的負担
へとつながると同時に、福祉予算の増大をも予想され
るところになる。平成21年度に改正された介護保険法
では福祉従事者の賃金が低いことから、若者が福祉現
場から離れていく傾向を改善するために、年数を決め
た福祉従事者への加算や、介護福祉士などの割合に応
じた事業所加算などによって、条件を満たした場合に
加算する割合を多くする方策を採っているが、若者た
ちが福祉現場に戻るとか就職する傾向は、早急には改
善される見通しは立っていない。
　こうした福祉従事者の数を補うために、非正規労働
者の雇用対策として、介護従事者養成などへ資金援助
や、ＥＰＡ（経済連携協定）によるフィリピンやイン
ドネシアからの看護士や介護福祉士の受け入れなどを
行っている。このＥＰＡによる受け入れでは、それぞ
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　一人暮らしをしていて、遠方にいる娘に見てもらいたいと願いながら、それが難しい事例である。こ
の事例を通して、次のようなことが得られた。
　茨　娘も母親を見たいと考えているが、仕事や家庭の忙しさから、母親を見るための十分な対応がで
きないでいる。
　芋　母親は新しい環境に慣れるか、夫の母親との同居がうまく出来るか等の心配から、不安傾向が強
まるなど精神的な動揺が頻繁に見られる。
　鰯　精神的な問題や疲れなどから、そうした不安や精神的な動揺が多く見られる。
（2010年９月24日受理）
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れの国では専門職として認められながら、日本では介
護福祉士は４年以内に（看護士は３年以内）に日本で
行う日本人受験者と同じ国家試験に合格しないと、そ
れぞれの国に帰らなければならない状況となっており、
今年度の合格者は３名にとどまっている３)，４)。
　また、介護福祉士養成についても、養成校では22年
度から介護福祉士の養成カリキュラムが代わり、利用
者主体の介護技術と対応を身につけるような内容と
なっている。それに伴って、現場経験３年でのこれま
での国家試験受験資格についても、平成24年度からは
600時間の講習を必修条件とするようになってきてい
る。こうした流れの中で、厚生労働省は、現場対象の
600時間の講習カリキュラムについて、介護福祉士養
成協議会にカリキュラムの開発を依頼しておきながら、
現場からの要求に合わせて、この講習などの条件を緩
和する委員会を立ち上げるなど、介護福祉士養成につ
いて、首尾一貫を欠く行政を行っており、福祉現場は
右往左往している現状が見られる５)。
　こうした政策の不安定さにあっても、現実の高齢者
の在宅の問題は厳然とあり、こうした状況にどのよう
に対応していくかの問題が現場の介護従事者にまかさ
れている。このようにその政策の不備や首尾一貫性の
無さの中で右往左往しているのが現状である６)～10)。
　本研究では、将来増加すると予想される、少子化に
おける高齢者の在宅介護の問題のモデルケース、つま
り一人暮らしの高齢者の事例について検討することに
する。
Ⅱ．利用対象者及び相談内容
１．事 例 者：Ａ（女性）
　　生年月日　昭和11年3月（相談時　74歳）
２．受付月日：平成20年11月
３．介 護 度：要介護１
４．家族構成：長女（仙台市在住）
５．既 往 歴：変形性頚椎症・変形性脊椎症・高血圧
症・不安神経症・眩暈・不眠
６．相談内容と経過：
　茨受付までの状況
　本人が47歳の時、船員であった夫が死去。長女が
嫁いでからは一人暮らしとなる。化粧品のセールス
を70歳までしており、自宅にお客が来ることが多
かった。要介護になる前は包括支援センターで関
わっていたが（住宅改修のみ）、今回要介護１になっ
たことで、家事援助を希望。首・肩・腕の痛みがあ
る為重いものが持てず、挙手もできない。一人暮ら
しの寂しさを仕事で紛らしていたが、仕事を辞めて
来客が少なくなると、孤独感を強く訴えるようにな
り、そのころから倦怠感・不安感・眩暈・不眠等の
訴えが聞かれるようになった。
　芋平成20年10月現在の認定調査状況
　認定調査状況と主治医意見書項目は以下の通りで
ある。
　認定調査の状況は次の通りであった。
　　①布団につかまり向きを変えるが首・腰に痛みが
ありスムーズに出来ない。
　　②手や肘をついて立ち上がるが眩暈が酷く倒れて
しまう。
　　③テーブル等に手をつき立ち上がる。
　　④家具等に手をつけば保持することができる。
　　⑩普通食を箸を使い摂取する。
　鰯主治医意見書
７．介護支援専門員が集めた情報
　茨家族関係等について
　Ａは現在居住しているＹ町に四人姉妹の次女とし
て、生まれ育つ。現在は長女のみ同市在住。他の姉
妹とは直接会うことは少なく、電話で話すことが多
い。Ａ以外は皆夫が健在でいるため、自分の寂しさ
は姉妹には理解してもらえないという思いが強い。
一男一女を授かったが、長男は２歳で病死。「あの
子が生きていたら私はひとりぼっちにはならなかっ
た。」との思いが強く、不安神経症になったのは長男
を亡くした時からとのこと。その頃から、頭痛薬や
眠剤を飲み続けてきた。
　娘である長女は同町出身の男性と結婚し、一男一
女を儲け仙台市に在住。夫も長男の為、現在一人暮
らしの夫の母を引き取る予定でいる。そのため、仙
台市に新築の家を建てた際は、Ａと夫の母親のため
の居室がふたつ準備されている。長女は病院のソー
シャルワーカーで管理職にある為、通常は帰宅が深
夜に及ぶこともある。その為、Ａは夫の母親と自分
つかまれば可寝返り①
つかまれば可起き上がり②
つかまれば可立ち上がり③
支えが必要片足での立位④
１ｍ先が見える視力⑤
自立ないし何とか自分で食
べられる
食事⑩
自立障害高齢者の日常生活自立度
自立認知高齢者の日常生活自立度
問題なし短期記憶
自立認知能力
伝えられる伝達能力
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の二人が引き取られた際の長女の負担を思い、同居
を進められてもなかなか決断できないでいる。
　芋介護支援専門員から見た問題点
　　①緊急時に頼れる人が側にいない。
緊急通報装置は設置しているものの、連絡員が民
生委員や近隣住民である為、連絡をして迷惑をか
けられないという思いが強く、体調不調時に対す
る不安感が大きい。
　　②首の痛みのため外出に制限がある。
元来、社交的で外出し買い物をすることが大好き
であった。しかし、変形性頚椎症のため、同じ姿
勢を長くとることができず、次第に外出が困難に
なってきつつある。
③唯一の家族である長女と上手くコミュニケー
ションがとれない。
長女は福祉関係の仕事をしているが、性格は男性
的で思ったことを歯に衣を着せず言うタイプであ
り、寂しさでゆっくり話を聞いて欲しくても、叱
咤激励されることが多い。長女が多忙なこともあ
り、次第に電話をかけることを躊躇うようになっ
てきている。
　　
Ⅲ．居宅介護支援経過
H20/11/26
Ｈ地域包括支援センターＹ氏よりプラン作成依頼が
あり受託する。その後、自宅に電話をして明日９時
30分の自宅訪問を決定する。
H20/11/27
自宅を訪問。Ａと居宅介護支援契約を締結する。近
日中に訪問介護事業所（以下　訪介事）の担当者と
訪問する旨伝える。帰荘後、Ｏシルバーケア（訪介
事）Ｓ氏にＡの希望の利用日とヘルパーの年齢等を
伝えサービスが可能かどうか打診する。
H20/11/29
訪介事ＯシルバーケアＳ氏よりＡの条件に合うヘル
パーがおらずサービスは不可能である旨の返答が届
く。その後、訪介事Ｎ福祉センターＨ氏にサービス
を依頼。検討し返事をくれるとのことであった。
H20/12/4
訪介事Ｎ福祉センターＭ氏と同行訪問。Ａのできな
い部分の家事を援助し、日常生活が円滑にできるよ
う支援することを決定し、来週土曜日（13日）から
サービス利用を開始することとなった。今後、歯科
通院が終了した時点で、デイサービス等の通所サー
ビス利用を検討したいとのことであった。
H20/12/10
自宅を訪問。Ａに居宅サービス計画書の説明をして
署名・捺印をしてもらう。相変わらず、孤独感を強
く訴えているが、訪問介護や通所サービス利用で、
気持ちを前向きに持って欲しい旨話す。天候により
首の痛みがあり、そこに孤独感が加わると精神的に
落ち込んでしまうとのことであった。まずは週１回
のヘルパーを利用してみて、今後のサービスに繋げ
る事となった。
H21/1/5
Ａより電話。12月29日転倒し、尾 骨を打ち、動く
事ができない。その為、食事の準備等に支障がでて
きているとのこと。明日自宅を訪問し、今後のサー
ビス利用について検討する旨伝える。
H21/1/6
自宅を訪問。Ａは居室で横になっていたが、笑顔で
私に新年の挨拶をする。29日からは痛み止めを服用
しているが起居動作が苦しいと話す。早速明日から
毎日、ヘルパーに買物・食事の下ごしらえ・洗濯・
掃除をしてもらう。来週からは痛みも少しは緩和す
ると思われるので、火・木・土曜日週３回のサービ
スで様子を見る。また、特殊寝台は要支援１で貸与
ができないため、現在は布団を使用。昼間は起き上
がりが大変である為、座位をとっていることが多い
が、夜間のトイレに行く際の起き上がり用に、据え
置き手すりを貸与する。以上を決定し、訪介事Ｎ福
祉センターと福祉用具貸与事業所（以下　福用貸）
Ｐ物産に繋ぐ。
H21/1/19
自宅を訪問。訪問介護が増量になったことと手すり
貸与が加わったことに伴う居宅サービス計画書と
１・２月利用票を届ける。Ａは炬燵に横になってお
り、昨夜は痛みの為夜中の３時に起きてしまったと
報告。しかし、痛みは日毎に薄紙を剥ぐように良く
なってきており、訪問介護のサービス利用により、
なんとか在宅での生活が維持できることを喜んでい
た。
H21/2/24
要介護１の認定が出たことに伴う、担当者会議を実
施する。だいぶ疼痛が緩和されてきたので、今後は
現行のサービス（週３回・家事援助）を週２回にす
ることを決定する。
H21/3/10
眩暈の為５日から８日までＳ病院にて点滴を行った。
本日もまた眩暈の症状を訴えているとのFAXを訪
介事Ｎ福祉センターＭ氏より受診する。
H21/3/11
自宅を訪問。Ａは炬燵に入っていたが、私を見ると
笑顔で挨拶。「元気そうで安心しました。」と話すと、
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「大変だったのよ。」とここ数日間の病状を説明する。
将来についての不安と、近隣の住民とのトラブルで
夜も眠れなくなってしまい、そのことがストレスと
なり、眩暈に繋がったのだと思うとのこと。目を開
けるのも辛く、這ってトイレに行ったが、その時
ポータブルトイレがあればよかったと思ったとのこ
とであったので、いつまた眩暈が始まるかわからな
いので、ポータブルトイレを購入しておいた方がよ
いのではないかと話すと、了解する。また、表に出
る際、ひとりでは不安だとのことであったので、ヘ
ルパーの付き添いも可能だと答える。帰荘後、福用
貸Ｐ物産、訪介事Ｎ福祉センターに上記の件伝える。
H21/3/22
自宅を訪問。Ａに４月より介護報酬改正があり暫定
で利用票を作成してきた旨報告する。その際、Ａよ
り現在の月・木曜日利用の訪問介護サービスを火・
土曜日に変更して欲しいとの希望が出される。買物
をヘルパーと一緒にすることになったので、その方
が便利だとのことであった。帰荘後、訪介事Ｎ福祉
センターＭ氏に４月から変更が可能かどうかの文書
をFAXする。
H21/3/27
訪介事Ｎ福祉センターＭ氏より電話があり、Ａの希
望の火・土曜日のサービスが可能になったとのこと
であった。
H21/4/10
自宅を訪問。介護保険報酬改正に伴う重要事項説明
書に署名・捺印してもらう。長女が家を新築したの
で新築祝いに仙台まで行ってきたが、電車内で同じ
姿勢を長時間とり続けたので、首の痛みが酷くて、
仙台から帰り２日間寝ていたとの報告があった。話
している間も苦しそうで、近日中にきちんと検査の
できる病院に通院したいと話す。
H21/4/24
自宅を訪問。４月からの独居加算取得の為、住民票
の交付申請をしたい旨話し、委任状に署名・捺印し
てもらう。
H21/ 5/11
自宅を訪問。Ａに６月利用の説明をして押印しても
らう。ゴールデンウィークは仙台の長女の家に行っ
て来たとのことで、表情も晴れ晴れとしており、歩
行もスムーズであった。「今後はあまり先の事は思
い煩わず前向きに生きるつもり。」と笑顔で話す。し
かし、長女の家に行けば、楽しい事は楽しいが、生
活時間が違う為、良く眠れず神経が磨り減ってし
まったとのことであった。
H21/5/19
訪介事Ｎ福祉センターよりＡが頭痛で通院し、CT、
点滴を受けてきた旨報告あり。
H21/6/15
自宅を訪問。Ａは玄関の拭き掃除を行なっており、
元気そうであった。その旨、私が伝えると、体調は
悪く先日も３日続けて点滴を行なってきたとのこと。
しかし、自分より重症で寝たきりの人もいると思い
直して、自分で自分を励ましていると笑って報告す
る。明日はヘルパー利用をキャンセルして、Ｔ総合
病院の精神神経科に通院する予定とのことであった。
長女よりしばらくひとりで暮すようにと言われたこ
とが、しこりとなり漠然とした不安に繋がっている
様子であった。
H21/7/17
自宅を訪問。Ａはシャワーを浴び終えたばかりで
あったが、私の姿を認めると笑顔で挨拶。昨日はお
墓を掃除に行ったら腰が痛くて動けなくなりタク
シーで帰ってきた。夕方、どうしようもなくＳ病院
で痛み止めの注射をやってきたとのことであった。
体力の低下に伴い、精神的にひとり暮しが耐えられ
なくなってきている様子で、長女からの電話を待っ
ていると、不安で胸が苦しくなってくる。娘と一緒
に住むのを諦めて近い将来、有料老人ホームに入ろ
うかと思うとしんみりした口調で話す。
H21/ 8/12
自宅に電話。体調を問うと、眩暈がして午前中にＳ
病院に通院し点滴をしてきたとのこと。このところ
ずっと体調不調で辛い日が続いている。このままで
は寝たきりになってしまうような気がするので、涼
しくなったらデイケアにでも行こうかと考えている
と、しみじみした口調で話す。明日は日帰りで仙台
の長女が帰省するので、今後の事をいろいろ話し
合ってみるつもりとのことであった。
H21/9/5
自宅を訪問。要介護１の認定が出たことに伴う居宅
サービス計画書・10月利用票を渡し押印してもらう。
認定が出たらデイケア利用を開始したいと話してい
たので確認すると、首の痛みが強くてとても通所は
利用できそうもない。Ｗ市の病院では改善の見込み
がないので、Ｋ市にあるＥ病院を受診してみようか
と思う。しかし、住所等がわからないので、連絡の
方法がわからないとのことであったので、近日中に
インターネットで情報を集めてくると話す。
H21/9/7
Ｅ病院の資料を自宅に届ける。しかし、他者に色々
言われたことで、通院の気持ちはすっかり失せてい
在宅における高齢者介護の問題(6) 41
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るようであった。
H21/10/12
自宅を訪問。Ａに11月利用の説明をして利用票を渡
す。いつもの首の痛みに加えて、最近では嚥下障害
もおこっていると不安そうであった。近日中に耳鼻
咽喉科に通院予定とのこと。体調不調で精神的不安
に陥り、そのことでまた体調を悪くするという悪循
環を招いている様であった。また、歯が悪い事で食
事の摂取制限があり、そのことが生活をする上での
ストレスとなっている様子であった。
H21/11/8
自宅を訪問。Ａに12月利用の説明をして利用票を渡
す。その際、現在は整形外科と歯科に通院しており
疲労感が強いとの訴えあり。しかし、約１年に及ぶ
体調不調が歯から来るものではないかと整形外科の
医師に言われたとの事で、なんとしても今年中に入
れ歯を入れたいとのことであった。また、本日は
シーツ等のリネンを洗濯し干していたが、だいぶ高
い位置に洗濯竿があるため、腰の為にはもう少し低
い位置のほうがよい旨話す。干す際にはブロックの
上に乗って干しているとのことであったので、転倒
しないようくれぐれも注意して欲しいと話す。
H21/12/15
自宅を訪問。１月利用の説明をして利用票を渡す。
Ｊ整形外科に行き、首に注射を打ってきたがその後
痛みが増し、手足の痺れもみられるようになった。
痺れは少し和らいできたが、痛みは依然続いており
先のことを考えると不安でたまらなくなると、暗い
表情で報告。季節的なこともあるので、あまり悲観
的にならないよう話す。
H22/1/10
自宅を訪問。Ａは美容院から帰宅したばかりとのこ
とで、笑顔で新年の挨拶をする。「首も腰も痛いが、
今年は痛いという言葉を使わないよう努力してみ
る。」とのこと。長女宅に行くか、このまま現在の生
活を続けるか、たえず揺れ動いていたが、当面でき
るだけＷ市で生きてみると結論を出したとのことで
あった。
H22/2/2
Ａより相談したい事があるとの連絡があり、自宅を
訪問。長女よりこのままの状態では先に進めないの
で、仙台に来て検査を受けるようにと言われた。検
査後、リハビリを受けて通所リハビリに通えるよう
になったら、Ｗ市に戻るようになるとのことであっ
た。早速、訪介事Ｎ福祉センターＭ氏と福用貸Ｐ物
産Ｏ氏にその旨伝える。
H22/2/7
　本日付で仙台の長女宅に移転となる。
H22/2/21
Ｗ市に戻ったとの連絡あり自宅を訪問。もう少しい
るようにと言われたが、「Ｗ市に帰る。」と繰り返し、
強引に帰ってきてしまった。30年間気ままにひとり
暮らしをしてきたので、他者と一緒の空間に暮す事
がストレスになるのだと話す。
H22/3/10
Ａより電話があり、４月からのプランはＲ荘で作成
して欲しい。娘は仙台に慣れさせようと多少強引に
滞在を進めたが、生活時間や形態が違うので、神経
が参ってしまった。また、日中はひとりで過ごさざ
るを得ず、知人もいない為、孤独感を強く感じてい
た。食事も家族と一緒の物は口に合わず、辛かった。
娘は今月末より再度仙台に来るようにと言っている
が、自分はもう行く気はない。遠方で自分のことを
何も知らないケアマネージャーにプランを作っても
らいたくないとのことであった。長女と一緒によく
考えて結論を出して欲しい旨話す。
H22/3/28
自宅を訪問。Ａと４月からのサービスについて協議
する。ＡはＲ荘にプランを持って欲しいとのことで
あったが、仙台とＷ市を行き来して将来仙台に落ち
着くつもりであれば、やはり仙台にプランを持って
もらい長い目で見守ってもらった方が、Ａのために
なるのではないかと話すと、少し考えさせて欲しい
とのことであった。
H22/3/28
Ａより電話。長女に相談した結果現在のケアマネー
ジャーは人事異動で、他の部署に転勤が決まったの
で当面仙台に来る気持ちがないなら、今まで通りＲ
荘にお願いしたらどうかと言われたので、今後も引
き続き担当になって欲しいとのことであったので、
了解する。
H22/3/29
本日、Ｗ市に計画作成届出書を提出する。また、訪
介事Ｎ福祉センターと福用貸Ｐ物産に４月提供票を
送付する。数年間はＷ市に滞在し、暖かくなったら
地元でリハビリを開始するようにしたいと決心を述
べる。
H22/4/14
自宅を訪問。Ａに５月利用の説明をして利用票を渡
す。昨日は妹夫婦と温泉に一泊してきたとのことで、
表情も明るく足取りも軽やかであった。当分長女の
家には行かないと決心したことで、しっかりしなけ
ればと心を前向きに持つようにした様子。暖かな季
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節になったら、毎回ヘルパーと買物に行き、少しず
つ歩行距離を伸ばしていきたいとのことであった。
H22/4/21
Ａより電話。相談したい事があるとのことであった
為、自宅を訪問。ひとりぼっちで自宅にいると寂し
くて堪らなくなる。近所に新しいデイサービスがで
きたので、来月から利用したいと思うのだが、見学
はできないかとのこと。早速ふたりで、｢デイサー
ビスＫ」を訪問する。施設内を案内してもらい、Ａ
がすっかり気に入ったので、来月からの利用を希望。
帰荘後、｢デイサービスＫ」のＴ氏に５月からの
サービスを打診し、了解を得る。また、担当者会議
は明日の10時に決定する。
H22/4/22
自宅にてサービス担当者会議実施。５月よりのデイ
サービス利用（週１回・木曜日）を決定する。
H22/4/25
Ａより電話。長女が連休の間、仙台で過ごすように
と言ってくれたので、連休中のサービスをキャンセ
ルして欲しいとのことであった。連休中、ひとりで
過ごすことを覚悟していた様であったが、思いがけ
なく長女より誘いの電話をもらい嬉しそうであった。
H22/5/9
自宅を訪問。今日は母の日なので朝から美容室で
セットをしてきたとのこと。連休中のことに話が及
ぶと「やはり私は娘達とは過ごせない。今回は娘の
主人の母親も一緒だったので、気を使ってとても疲
れた。忙しい娘にも余計な負担をかけて可哀想だっ
た。もう当分の間、娘の家には行くつもりはない。」
としみじみとした口調で話す。
H22/5/17
Ａより電話。先日初めてデイサービスを利用したが
疲れてしまった。リハビリも思ったようなものでは
なかった。もう少し、年をとったら楽しめるのかも
しれないが、現在の自分にはやっていることが、幼
稚に思えるので、デイサービスの利用は止めたい。
デイサービス利用後は疲れてしまい、点滴をする為
通院したとのことであった。
H22/5/18
「デイサービスＫ」Ｔ氏に、サービス利用の中止を
伝える。
Ⅳ．居宅サービス計画書
　居宅サービス計画作成日（平成20年11月29日）
Ⅴ．問題の検討
１．家族関係の条件
　家族関係では、子供が一人長女がいるものの仙台在
住で、ＡはＷ市に一人で生活している。長女の夫も長
男で、現在母親だけがＷ市内に在住であり、将来は仙
台市に住むことになっている。もともと長女の結婚は、
同一町内の仙台市に在住している長男に、誰か良いお
嫁さんがいないかということが縁で結婚しており、長
女は結果的に仙台市で就職し、現在は病院のソーシャ
ルワーカーで管理職として働いている。長女は将来Ａ
を引き取って、仙台で生活するように勧めており、部
屋も住めるように設定しているとのことであるが、今
の予定では、両方の母親が同じ家の中で住むようにな
らざるを得ない状況である。長女も仕事柄、夜遅く帰
ることが多く、その間、ずーっと一人また母親二人で、
家にいる状況が続く可能性がある。
　このように誰も知り合いがいない仙台市で、生活す
ることは独居状態と同じであり、精神的にそれを受け
入れながら生活することは、Ａにとって耐えられない
状況といえる。
　長女が母親の面倒を見たいと思っても、それはＡが
Ｗ市での生活を維持するということではなく、仙台市
に来てもらっての生活をするという前提であり、長女
夫婦の生活に組み込むことを前提として、面倒を見る
ことにならざるを得ない。
　Ａは長女の思いはわかるにしても、その誘いに乗っ
ても、自分がその環境変化に耐えられる状況にならな
いことについての予想が立つことから、Ｗ市の生活の
方が自分の姉妹もいる等から良いと思う判断もあり、
心が揺れ動く様子が見て取れる。つまり仙台市に行き
要介護１要介護状態区分
本人：肩や首の痛みで重いものが持
てなかったり、腕が挙がらなかった
りする・できないことの援助を受け
ながら生活をしたい。
利用者及び家族の
生活に対する意向
介護認定審査会の
意見及びサービス
の種類の指定
Ａさんの意思を尊重し、不安が無く
在宅での生活を続けていくことがで
きるよう見守ります。また、介護保
険サービスは初めての利用となるた
め、随時訪問して情報の共有に努め
ます。
総合的な援助の方
針
生活援助中心の算
定理由
在宅における高齢者介護の問題(6) 43
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たいけれども、行くことが苦しいという葛藤状態が見
られる。
　ましてや、Ａには変形性頚椎症、変形性脊椎症、高
血圧症、不安神経症、眩暈、不眠などの慢性的な疾患
があり、精神的にも不安状態にある。不安神経症や眩
暈、不眠などは、今回の仙台市に行くかどうかの問題
で生じた問題というよりは、Ａの本来的な傾向として
あるものと見られ、それが交互作用を起こして、強く
出ているように思われる。
　このように、子供が長女一人、長女の夫も長男とい
う状況であれば、親たちの面倒を見たいと思えば、両
方の親を引き取らざるを得ない状況があり、しかも長
女夫婦の生活、子供の養育などを考えれば、引き取る
ことだけが精一杯で、Ａたち親の生活を配慮すること
は、なかなか難しいことが予想される。
　Ａにとって、もし子供がたくさんおり、面倒を見て
もらう選択肢が多ければ、違った生活が期待できると
いう彼女の思いは、長男が死んだことへの悔いの表現
となっている。
　このように、Ａは長女に見てもらいたい、長女はＡ
を見たいという状況に合っても、それぞれの善意や好
意がうまくできない状況がこのケースに見られる。
２．介護サービスの問題点
　本ケースは、要支援１の利用者ということで、身体
的介護というよりは、家事援助が大半である。しかし、
生活の中で転倒し起き上がれない状況があっても、特
殊寝台などの提供はできていない。こうしたときに福
祉用具貸与として、手すりなどの取り付けを行ってい
るが、本来なら、手すりだけでなく、このような緊急
的な特殊寝台の貸与などの対応ができる制度が望まし
い。
　今回の場合には、精神的な不安定さに対する介護
サービスが中心となっている。その介護サービスの変
化は、仙台市での生活を受け入れるかどうかに関わっ
て変化しており、介護サービスの質の問題ではなく、
援　助　内　容援　助　目　標生活全般の解決
すべき課題　　
（ニーズ）
課題
番号 期間頻度
サービス
種別
サービス
内容（期間）短期目標（期間）長期目標
3ヶ月・訪問介護（家事援助）
・買物
・布団干し
・洗濯
・掃除
3ヶ月
できない部分の家
事援助を受ける事
ができる。
6ヶ月在宅での生活が継続できる。
首や肩の痛みで、
重いものが持てな
かったり挙手がで
きない。できない
部分の家事を手伝 
って欲しい。
１
3ヶ月・訪問介護（家事援助）
・買物
・食事準備
・後片付け
3ヶ月
バランスのとれた
食事をとることが
できる。
6ヶ月健康体を維持する事ができる。
今回転倒したこと
で、日常生活動作
が困難になった。
食事の準備を手伝 
って欲しい。
２
3ヶ月・インフォーマル支援・話しかけ3ヶ月
他者と触れあうこ
とができる。6ヶ月
孤独感をあまり
感じず暮す事が
できる。
友人知人は多いが
ひとり暮らしなの
で寂しさを感じる
ことがある。
３
3ヶ月・一般高齢者サービス・緊急通報装置3ヶ月
緊急連絡対応が迅
速に取れる体制が
できる。
6ヶ月
緊急時に不安を
感じず過ごす事
ができる。
一人暮しなので、
緊急時の対応が心
配である。
４
3ヶ月・福祉用具貸与・福祉用具（手すり）貸与3ヶ月
起居動作が安全に
できる。6ヶ月
起居動作が楽に
できる。
手足・腰の痛み等
で、起き上がりが
辛くなってきてい
る。楽に起き上が
りたい。
５
3ヶ月・居宅介護支援
・介護サービス
相談、援助
・公的サービス
申請、代行
3ヶ月
福祉サービスの情
報を得ることがで
きる。
6ヶ月
状況に即した福
祉サービスの利
用ができる。
介護保険サービス
は初めての利用な
ので、制度につい
て良く知りたい。
６
居宅サービス計画書
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どのサービスにするかという点が中心となっている。
しかも、サービスの変化が、Ａの精神的な不安定さに
よって変化するというように、一貫性を欠く状況が見
られる。
３．心身の経過について
　要支援１ということで、身体的な変化については、
一時的なものでしかないが、精神的なものでの不安定
な様子が見られる。
茨眩暈の為５日から８日までＳ病院にて点滴を行った。
本日もまた眩暈の症状を訴えている。(3/10)
芋「大変だったのよ。」とここ数日間の病状を説明する。
将来についての不安と、近隣の住民とのトラブルで
夜も眠れなくなってしまい、そのことがストレスと
なり、眩暈に繋がったのだと思うとのこと。目を開
けるのも辛く、這ってトイレに行ったが、その時
ポータブルトイレがあればよかったと思ったとのこ
とであったので、いつまた眩暈が始まるかわからな
いので、ポータブルトイレを購入しておいた方がよ
いのではないかと話すと、了解する。（3/11）
鰯長女が家を新築したので新築祝いに仙台まで行って
きたが、電車内で同じ姿勢を長時間とり続けたので、
首の痛みが酷くて、仙台から帰り２日間寝ていたと
の報告があった。話している間も苦しそうで、近日
中にきちんと検査のできる病院に通院したいと話す。
（4/10）
允ゴールデンウィークは仙台の長女の家に行って来た
とのことで、表情も晴れ晴れとしており、歩行もス
ムーズであった。「今後はあまり先の事は思い煩わ
ず前向きに生きるつもり。」と笑顔で話す。（5/11）
印玄関の拭き掃除を行なっており、元気そうであった。
その旨、私が伝えると、体調は悪く先日も３日続け
て点滴を行なってきたとのこと。（6/15）
咽昨日はお墓を掃除に行ったら腰が痛くて動けなくな
りタクシーで帰ってきた。夕方、どうしようもなく
Ｓ病院で痛み止めの注射をやってきたとのことで
あった。体力の低下に伴い、精神的にひとり暮しが
耐えられなくなってきている様子で、長女からの電
話を待っていると、不安で胸が苦しくなってくる。
（7/17）
員眩暈がして午前中にＳ病院に通院し点滴をしてきた
とのこと。このところずっと体調不調で辛い日が続
いている。このままでは寝たきりになってしまうよ
うな気がするので、涼しくなったらデイケアにでも
行こうかと考えていると、しみじみした口調で話す。
（8/12）
因いつもの首の痛みに加えて、最近では嚥下障害もお
こっていると不安そうであった。近日中に耳鼻咽喉
科に通院予定とのこと。体調不調で精神的不安に陥
り、そのことでまた体調を悪くするという悪循環を
招いている様であった。（10/12）
姻現在は整形外科と歯科に通院しており疲労感が強い
との訴えあり。しかし、約１年に及ぶ体調不調が歯
から来るものではないかと整形外科の医師に言われ
たとの事で、なんとしても今年中に入れ歯を入れた
いとのことであった。（11/8）
引Ｊ整形外科に行き、首に注射を打ってきたがその後
痛みが増し、手足の痺れもみられるようになった。
痺れは少し和らいできたが、痛みは依然続いており
先のことを考えると不安でたまらなくなると、暗い
表情で報告。（12/15）
飲娘は仙台に慣れさせようと多少強引に滞在を進めた
が、生活時間や形態が違うので、神経が参ってし
まった。また、日中はひとりで過ごさざるを得ず、
知人もいない為、孤独感を強く感じていた。食事も
家族と一緒の物は口に合わず、辛かった。（3/10）
　以上のように、慢性疾患による症状が見られるが、
それらの多くは、あるきっかけが原因で生じており、
同じような症状が見られる。このように精神的な事件
などがきっかけだったり、疲労を伴う事柄があると症
状が見られるという、精神的なものが大きな原因に
なっている。
４．居宅サービス計画書から見た問題点
茨「首や肩の痛みで重いものが持てなかったり挙手が
できない。できない部分の家事を手伝って欲しい。」
課題では　◎できない部分の家事援助を受けること
ができる　の短期目標を挙げている。買い物・布団
干し・灯油運び等、できない部分をはっきり提示し
援助を受けており、目標は達成したと考えられる。
芋「今回転倒したことで、日常生活動作が困難になっ
た。食事の準備を手伝って欲しい。」課題では　◎
バランスのとれた食事をとることができる　の短期
目標を挙げている。
　当初は痛みが酷く、食事の確保が最優先された。し
かし、徐々に痛みも和らいでくると、元来料理好き
なだけにヘルパーの作った食事に不満が残るように
なった。その後、次第に下ごしらえはヘルパーが行
い、最終的な味付けは本人が行うというルールがで
き、目標は達成したと言える。
鰯「友人知人は多いが、独り暮らしなので寂しさを感
じることがある。」課題では　◎他者と触れ合うこ
とができる　の短期目標を挙げている。長い期間化
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粧品のセールスをしていたことで、孤独感を感じた
ことはなかったという。しかし、仕事も辞め、身体
的理由で外出ができなくなってからは、孤独感を強
く感じるようになった。定期的にヘルパーの訪問が
あり、また、いつでもケアマネージャーに寂しさを
訴えることができるという環境を得てからは、若干
は孤独感は減少したと思われる。しかし、独り暮ら
しで将来に不安を抱いていることは変わっていない
ので、目標が達成されたとは言えない。
允「独り暮らしなので、緊急時の対応が心配である。」
課題では　◎緊急連絡対応が迅速にとれる体制がで
きる　の短期目標を挙げている。一般高齢者サービ
スの緊急通報装置を設置したことで、一応達成した
と言える。
印「手足・腰の痛みで等で、起き上がりが辛くなって
きている。楽に起き上がりをしたい。」課題では　
◎起居動作が安全にできる　の目標を挙げている。
現在、据え置き手すりを布団の側に置き、起き上
がっているが特に問題なく起居動作ができているこ
とから、目標は達成したと言える。
咽「介護保険サービスは初めての利用なので、制度に
ついて良く知りたい。」課題では　◎　福祉サービ
スの情報を得ることができる　の短期目標を挙げて
いる。日頃よりテレビや新聞等で福祉の情報を目に
すると、それについてケアマネージャーに聞いたり
することも多い。また、長女も福祉関係の仕事をし
ているため目標は達成されたと考えられる。
Ⅵ．終わりに
　娘が一人で、遠方にいる娘に老後を見てもらいたい
と願いながらそれが叶わず、一人暮らしをするか施設
に入るかで悩んでいる高齢者の問題である。娘である
長女も、自分の家庭、仕事などの関係で、母親を引き
取るために部屋を用意しながら、十分に老後の面倒を
見ることができずに葛藤状態にあると推定できるケー
スである。このケースは夫も長男であり、自分の母親
を引き取ることにしており、両方の母親を面倒見ると
いう負担を覚悟していながら、母親たちがそれを受け
入れることが難しいケースになっている。こうした状
況の中で、Ａが不安や精神的な不安定さを強く持って
おり、こうした葛藤が揺れ動くさまが見られる。
　少子化と高齢者の平均寿命の長さを考えると、こう
したケースが増加することは予想できることである。
制度をいくら変えても、こうした人間の心を十分にケ
アできない介護サービスでは、将来更に高齢者の心を
虐げるサービスになるのではないかと懸念してしまう
のは筆者たちだけであろうか。
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SUMMARY
Kohichi TOGI,
Kumiko SAKAKURA :
　　　This study is to clear the factors which influence care situation of older people in their home who have received 
the home care service based on the long-term care insurance, from stand of the care-manager who bear the 
responsibility of the care management.
　　　In this study, she has lived alone in the town for many years after her only daughter married in the far city. 
She hopes that she would live with her daughter’s family, but her daughter’s husband is also only one child, he plan 
to live with his mother in future.
　　　She understands that thing, but she want to live with her daughter’s family, so she has been conflicted for 
many years.
　　　As a matter of consideration of the case, the folowing problems are acquired.
1) Her daughter also hopes that she would live with her mother, but she has been busy in business and raise her 
children, and she can not correspond with the problems.
2) She seems to be anxious about being accustomed to new environment and getting along with the husband’s 
mother. The frequency of anxiety became more tendency than ever by reason of psychological problem and 
exhaustion.
（K.TOGI ; Uyo Gakuen Colege　 　　　　　　　　
          　　　　   K.SAKAKURA ; Support Ofice for Home Service) 
The Problem of Care Management for the Older People in the Home (6)
－ The Case Study of an Old Woman Alone apart from Her Daughter’s Family －
